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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　接続端末（AT：Access　Terminal）において、前記ＡＴのグループをスイッチングする
方法であって、前記グループは、グループインターレースを割り当てられ、前記ＡＴは、
前記割り当てられたグループインターレースにおける前記ＡＴの最初のサブパケット伝送
に対するインターレースオフセットを割り当てられ、
　前記方法は、
　ネットワークエンティティから制御メッセージを受信することであって、前記制御メッ
セージは、前記ＡＴが割り当てられた現在のグループと前記ＡＴがスイッチングされるべ
きターゲットグループとを指示する、ことと、
　前記ネットワークエンティティから、前記現在のグループに対応する現在のグループイ
ンターレース上のデータと、前記ターゲットグループに対応するターゲットグループイン
ターレース上のデータとを受信し、復号することと、
　前記ネットワークエンティティに前記制御メッセージの受信を示す肯定応答（ACK：Ack
nowledgement）を伝送することと、
　前記ネットワークエンティティから前記ターゲットグループインターレース上のデータ
を受信し、復号することと
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記制御メッセージは、グループ割当メッセージを含む、請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　前記制御メッセージは、オーバーヘッドメッセージを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記データは、グルーピングされた資源割当（grouped　resource　allocation：GRA）
ビットマップデータを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記制御メッセージは、前記ＡＴのグループ割当のスイッチングを生じさせる割当タイ
プフィールドを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記肯定応答（ＡＣＫ）は、上位階層ＡＣＫを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記現在のグループインターレース上のデータと前記ターゲットグループインターレー
ス上のデータとを復号することにおいて、前記データは、所定時間間隔に対して復号され
る、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記制御メッセージは、前記ＡＴに割り当てられた現在のインターレースオフセットと
前記ＡＴがスイッチングすべきターゲットインターレースオフセットとの指示をさらに含
み、前記方法は、
　前記現在のインターレースオフセットから前記ターゲットインターレースオフセットへ
前記ＡＴのインターレースオフセットをスイッチングすることをさらに含む、請求項１～
請求項７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　接続端末（ＡＴ）において、グループにマッピングされた前記ＡＴのインターレースオ
フセットをスイッチングする方法であって、前記グループは、グループインターレースを
割り当てられ、前記ＡＴは、前記割り当てられたグループインターレースにおける前記Ａ
Ｔの最初のサブパケット伝送に対するインターレースオフセットを割り当てられ、
　前記方法は、
　ネットワークエンティティから制御メッセージを受信することであって、前記制御メッ
セージは、前記ＡＴに割り当てられた現在のインターレースオフセットと前記ＡＴがスイ
ッチングすべきターゲットインターレースオフセットとを指示する、ことと、
　前記ネットワークエンティティから、前記現在のインターレースオフセットにおけるデ
ータと前記ターゲットインターレースオフセットにおけるデータとを受信し、復号するこ
とと、
　前記ネットワークエンティティに前記制御メッセージの受信を示す肯定応答（ＡＣＫ）
を伝送することと、
　前記現在のインターレースオフセットから前記ターゲットインターレースオフセットへ
前記ＡＴのインターレースオフセットをスイッチングすることと
　を含む、方法。
【請求項１０】
　前記現在のインターレースオフセットにおけるデータと前記ターゲットインターレース
オフセットにおけるデータとを復号することにおいて、前記データは、所定時間間隔に対
して復号される、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　ネットワークエンティティにおいて、グループにマッピングされた接続端末（ＡＴ）の
インターレースオフセットをスイッチングする方法であって、前記グループは、グループ
インターレースを割り当てられ、前記ＡＴは、前記割り当てられたグループインターレー
スにおける前記ＡＴの最初のサブパケット伝送に対するインターレースオフセットを割り
当てられ、
　前記方法は、
　前記ＡＴに制御メッセージを伝送することであって、前記制御メッセージは、前記ＡＴ
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に割り当てられた現在のインターレースオフセットと前記ＡＴがスイッチングすべきター
ゲットインターレースオフセットとを指示する、ことと、
　前記ＡＴに、前記現在のインターレースオフセットにおけるデータと前記ターゲットイ
ンターレースオフセットにおけるデータとを伝送することと、
　前記ＡＴからの前記制御メッセージの受信を示す肯定応答（ＡＣＫ）を受信することに
応答して、前記ＡＴに前記ターゲットインターレースオフセットにおけるデータを伝送す
ることと
　を含む、方法。
【請求項１２】
　前記現在のインターレースオフセットにおけるデータと前記ターゲットインターレース
オフセットにおけるデータとを伝送することにおいて、前記データは、所定時間間隔に対
して伝送される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　ネットワークエンティティにおいて、接続端末（ＡＴ）のグループをスイッチングする
方法であって、前記グループは、グループインターレースを割り当てられ、前記ＡＴは、
前記割り当てられたグループインターレースにおける前記ＡＴの最初のサブパケット伝送
に対するインターレースオフセットを割り当てられ、
　前記方法は、
　前記ＡＴに制御メッセージを伝送することであって、前記制御メッセージは、前記ＡＴ
が割り当てられた現在のグループと前記ＡＴがスイッチングすべきターゲットグループを
指示する、ことと、
　前記ＡＴに、前記現在のグループに対応する現在のグループインターレース上のデータ
と、前記ターゲットグループに対応するターゲットグループインターレース上のデータと
を伝送することと、
　前記ＡＴからの前記制御メッセージの受信を示す肯定応答（ＡＣＫ）を受信することに
応答して、前記ＡＴに前記ターゲットインターレースにおけるデータを伝送することと
　を含む、方法。
【請求項１４】
　前記現在のグループインターレース上のデータと前記ターゲットグループインターレー
ス上のデータとを伝送することにおいて、前記データは、所定時間間隔に対して伝送され
る、請求項１３に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信に関するもので、特に、無線通信網で動作できる接続端末のグルー
プ割当スイッチングに関する。
【背景技術】
【０００２】
　固定広帯域及び移動広帯域超高性能を提供するために、ＵＭＢ（Ultra Mobile Broadba
nd）では高度な制御及びシグナリング構造と改善されたアンテナ技術を用いてＣＤＭＡ、
ＴＤＭＡ、ＬＳ（Layer-Superposed）－ＯＦＤＭ、ＯＦＤＭ及びＯＦＤＭＡの長所を結合
した単一無線インタフェースを具現する。
【０００３】
　ＵＭＢは、移動中に順方向リンクに対して最大２８８Ｍｂｐｓ、逆方向リンクに対して
最大７５Ｍｂｐｓを支援し、平均網待ち時間として１６．８ｍｓｅｃを支援する。また、
移動中に５００人を越えるＶｏＩＰ（Voice over IP）使用者を１０ＭＨｚで同時に受け
入れる。さらに、ＵＭＢはＩＰによる音声、広帯域データ、マルチメディア、情報技術、
娯楽及び消費者電子サービスの統合を可能にする。
【０００４】
　ＵＭＢでは、ＯＦＤＭＡ ＭＡＣ／物理階層の効率的な支援と、分散接続網の他に中央
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集中式接続網に対する充分な支援も可能である。ＵＭＢは、接続網間インタフェース効率
化を実現し、無線インタフェース変更境界線間でシームレスな高速２階層ハンドオーバー
を支援する。
【０００５】
　図１は、中央集中式ＵＭＢ接続網を示す図である。図１に示すように、各接続端末（AT
：Access Terminal）は、活性セットに含まれたそれぞれの接続網（AT：Access Network
）に対して別途のプロトコルスタックを維持する。各プロトコルスタックを“経路（rout
e）”という。また、各基地局制御器（BSC：BaseStation Controller）が別途のＡＮとな
る。
【０００６】
　図２は、分散式ＵＭＢ接続網を示す図である。図２に示すように、網構成において各Ａ
Ｔは活性セットに含まれた各ＡＮに対して別途のプロトコルスタックを維持し、各セルが
別途のＡＮとなる。
【０００７】
　ＵＭＢでは各ＡＴが数多くの経路を支援するようにし、ＡＮ間インタフェースが単純化
される。ｅＢＳ間インタフェースがより単純化されることによって標準化した、相互連動
実施が可能である。
【０００８】
　活性セットに含まれた各ｅＢＳは別途のデータ経路を利用し、ｅＢＳ間にはＲＬＰ及び
ヘッダ圧縮状態を伝送する必要がない。ｅＢＳとＡＴ間のトラフィックの流れはサービン
グｅＢＳを介したトンネリングでなされるため、セル間にシームレスな高速リポインティ
ングが支援される。
【０００９】
　ｅＢＳとＡＴ間プロトコルのシグナリングメッセージ送受信は、サービングｅＢＳを介
したトンネリングでなされることができる。活性セットにおいてｅＢＳは相互間に連結状
態を維持する必要がない。
【００１０】
　ＵＭＢ階層化を通じてデータ経路上のプロトコル数が減少する。図３には、応用階層で
シグナリングアプリケーション、ＩＰ、ＲｏＨＣ、ＥＡＰ及び技術間トンネリングを提供
するＵＭＢ階層を示す。無線リンク階層ではＲＬＰ及び関連プロトコルを提供する。ＭＡ
Ｃ階層はパケット統合プロトコル（packet consolidation protocol）を提供し、物理階
層チャネルを制御する。物理階層は、無線インタフェースチャネルの特性を定義する。保
安機能は暗号化、メッセージ無欠性（messageintegrity）及びキー交換のためのプロトコ
ルである。経路制御平面（route control plane）は、各ｅＢＳに対して一つの無線イン
タフェースプロトコルスタックの生成及び維持を制御する。セッション制御平面（sessio
ncontrol plane）は、セッションネゴシエーションを提供する。連結制御平面（connecti
on control plane）はＡＴとｅＢＳ間の連結を制御する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の特徴及び長所は下記の説明で提示され、また、部分的には下記の説明から明ら
かになったり、発明の実施により学習されることができる。本発明の目的と他の利点は、
添付の図面の他に下記の説明及びそれに対する請求項で記述される構造によって具現され
達成されることができる。
【００１２】
　一実施例によって、接続端末（ＡＴ）のグループ割当をスイッチングする方法は、ＡＴ
が割り当てられた現在のグループと、前記ＡＴがスイッチングされる割当グループとを指
示する制御メッセージを受信する段階と、前記割当グループに該当する次の受信グループ
インターレースでデータを復号する段階と、を含む。
【００１３】
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　一特徴として、前記制御メッセージはグループ割当メッセージを含む。
【００１４】
　他の特徴として、前記制御メッセージはオーバーヘッドメッセージを含む。
【００１５】
　さらに他の特徴として、前記方法は、前記割当グループを指示する前記制御メッセージ
受信を表す肯定応答（ACK：acknowledgement）を通信する段階をさらに含む。
【００１６】
　さらに他の特徴として、前記方法は、前記現在グループから前記割当グループへと前記
ＡＴのグループ割当をスイッチングする段階をさらに含む。
【００１７】
　一様態として、前記データは、グルーピングされた資源割当（grouped resource alloc
ation：GRA）ビットマップデータを含む。
【００１８】
　他の様態として、前記制御メッセージは、前記ＡＴの前記グループ割当スイッチングを
誘発するための割当タイプフィールドを含む。
【００１９】
　さらに他の様態として、前記ＡＣＫは上位階層ＡＣＫを含む。
【００２０】
　さらに他の様態として、前記方法は、前記ＡＴが前記現在グループに該当するグループ
インターレースのデータを復号する段階をさらに含む。
【００２１】
　一特徴として、前記ＡＴのインターレースオフセットのスイッチングは、前記制御メッ
セージから、前記ＡＴに割り当てられた現在のインターレースオフセットと前記ＡＴがス
イッチングされる割当インターレースオフセットを検出する段階と、前記割当インターレ
ースオフセットを指示する前記制御メッセージの受信を表すＡＣＫを通信する段階と、前
記現在のインターレースオフセットから前記割当インターレースオフセットに前記ＡＴの
インターレースオフセットをスイッチングする段階と、前記割当インターレースオフセッ
トに該当する次の受信インターレースオフセットで前記データを復号する段階と、を含む
方法によって達成される。
【００２２】
　他の実施例によって、接続端末（ＡＴ）のインターレースオフセットスイッチング方法
は、前記ＡＴに割り当てられた現在のインターレースオフセットと前記ＡＴがスイッチン
グされる割当インターレースオフセットとを指示する制御メッセージを受信する段階と、
前記割当インターレースオフセットに該当する次の受信インターレースオフセットでデー
タを復号する段階と、を含む。
【００２３】
　さらに他の実施例によって、ネットワークエンティティが接続端末（ＡＴ）のインター
レースオフセットをスイッチングする方法は、前記ＡＴに割り当てられた現在のインター
レースオフセットと前記ＡＴがスイッチングされる割当インターレースオフセットとを指
示する制御メッセージを伝送する段階と、前記割当インターレースオフセットに該当する
次の送信インターレースオフセットで復号されるデータを伝送する段階と、を含む。
【００２４】
　さらに他の実施例によって、ネットワークエンティティが接続端末（ＡＴ）のグループ
割当をスイッチングする方法は、前記ＡＴに割り当てられた現在のグループと前記ＡＴが
スイッチングされる割当グループとを指示する制御メッセージを伝送する段階と、前記割
当グループに該当する次の割当グループインターレースでデータを伝送する段階と、を含
む。
　本発明はさらに、例えば、以下を提供する。
（項目１）
　接続端末（AT：AccessTerminal）のグループ割当をスイッチングする方法であって、
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　前記ＡＴが割り当てられた現在のグループとＡＴがスイッチングされる割当グループと
を指示する制御メッセージを受信する段階と、
　前記割当グループに該当する次の受信グループインターレースでデータを復号する段階
と、
を含むグループ割当スイッチング方法。
（項目２）
　前記制御メッセージは、グループ割当メッセージを含むことを特徴とする、項目１に記
載のグループ割当スイッチング方法。
（項目３）
　前記制御メッセージは、オーバーヘッドメッセージを含むことを特徴とする、項目１に
記載のグループ割当スイッチング方法。
（項目４）
　前記割当グループを指示する前記制御メッセージ受信を表す肯定応答（ACK：Acknowled
gement）を通信する段階をさらに含むことを特徴とする、項目１に記載のグループ割当ス
イッチング方法。
（項目５）
　前記現在グループから前記割当グループへ前記ＡＴのグループ割当をスイッチングする
段階をさらに含むことを特徴とする、項目１に記載のグループ割当スイッチング方法。
（項目６）
　前記データは、グルーピングされた資源割当（grouped　resource　allocation：GRA）
ビットマップデータを含むことを特徴とする、項目１に記載のグループ割当スイッチング
方法。
（項目７）
　前記制御メッセージは、前記ＡＴの前記グループ割当スイッチングを誘発するための割
当タイプフィールドを含むことを特徴とする、項目１に記載のグループ割当スイッチング
方法。
（項目８）
　前記ＡＣＫは、上位階層ＡＣＫを含むことを特徴とする、項目１に記載のグループ割当
スイッチング方法。
（項目９）
　前記ＡＴが前記現在グループに該当するグループインターレースのデータを復号する段
階をさらに含むことを特徴とする、項目１に記載のグループ割当スイッチング方法。
（項目１０）
　前記現在グループに該当する現在グループインターレースと前記割当グループに該当す
る前記次の受信グループインターレースで前記制御メッセージを受信する段階と、
　前記割当グループを指示する前記制御メッセージの受信を表すＡＣＫを前記復号化後に
通信する段階と、
をさらに含むことを特徴とする、項目１に記載のグループ割当スイッチング方法。
（項目１１）
　前記ＡＣＫを受信する段階と、
　前記ＡＣＫ受信に対する応答として、前記現在グループインターレースで前記制御メッ
セージの伝送を中断する段階と、
をさらに含むことを特徴とする、項目１０に記載のグループ割当スイッチング方法。
（項目１２）
　前記現在グループに該当する現在のグループインターレースでのみ前記制御メッセージ
を受信する段階と、
　前記割当グループを指示する前記制御メッセージの受信を表すＡＣＫを前記復号化後に
通信する段階と、
をさらに含むことを特徴とする、項目１に記載のグループ割当スイッチング方法。
（項目１３）
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　前記ＡＣＫを受信する段階と、
　前記ＡＣＫ受信に対する応答として、前記現在グループインターレースで前記制御メッ
セージの伝送を中断する段階と、
　前記割当グループに該当する前記次の受信グループインターレースで伝送を始める段階
と、
をさらに含むことを特徴とする、項目１２に記載のグループ割当スイッチング方法。
（項目１４）
　前記ＡＴのインターレースオフセットをスイッチングする段階をさらに含み、前記ＡＴ
のインターレースオフセットをスイッチング段階は、
　前記制御メッセージで前記ＡＴに割り当てられた現在のインターレースオフセットと前
記ＡＴがスイッチングされる割当インターレースオフセットを検出する段階と、
　前記割当インターレースオフセットを指示する前記制御メッセージの受信を表すＡＣＫ
を通信する段階と、
　前記現在のインターレースオフセットで前記割当インターレースオフセットへ前記ＡＴ
のインターレースオフセットをスイッチングする段階と、
　前記割当インターレースオフセットに該当する次の受信インターレースオフセットで前
記データを復号する段階と、
を含むことを特徴とする、項目１に記載のグループ割当スイッチング方法。
（項目１５）
　接続端末（ＡＴ）のインターレースオフセットをスイッチングする方法であって、
　前記ＡＴに割り当てられた現在のインターレースオフセット及び前記ＡＴがスイッチン
グされる割当インターレースオフセットを指示する制御メッセージを受信する段階と、
　前記割当インターレースオフセットに該当する次の受信インターレースオフセットでデ
ータを復号する段階と、
を含むインターレースオフセットスイッチング方法。
（項目１６）
　前記割当インターレースオフセットを指示する前記制御メッセージの受信を表す肯定応
答（ＡＣＫ）を伝送する段階をさらに含むことを特徴とする、項目１５に記載のインター
レースオフセットスイッチング方法。
（項目１７）
　前記現在インターレースオフセットから前記割当インターレースオフセットへ前記ＡＴ
のインターレースオフセットをスイッチングする段階をさらに含むことを特徴とする、項
目１５に記載のインターレースオフセットスイッチング方法。
（項目１８）
　ネットワークエンティティが接続端末（ＡＴ）のインターレースオフセットをスイッチ
ングする方法であって、
　前記ＡＴに割り当てられた現在のインターレースオフセット及び前記ＡＴがスイッチン
グされる割当インターレースオフセットを指示する制御メッセージを伝送する段階と、
　前記割当インターレースオフセットに該当する次の送信インターレースオフセットで復
号されるデータを伝送する段階と、
を含むインターレースオフセットスイッチング方法。
（項目１９）
　前記割当インターレースオフセットを指示する前記制御メッセージの受信を表す肯定応
答（ＡＣＫ）を受信する段階をさらに含むことを特徴とする、項目１８に記載のインター
レースオフセットスイッチング方法。
（項目２０）
　ネットワークエンティティが接続端末（ＡＴ）のグループ割当をスイッチングする方法
であって、
　前記ＡＴに割り当てられた現在のグループ及び前記ＡＴがスイッチングされる割当グル
ープを指示する制御メッセージを伝送する段階と、
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　前記割当グループに該当する次の割当グループインターレースでデータを伝送する段階
と、
を含むグループ割当スイッチング方法。
（項目２１）
　前記割当グループを指示する前記制御メッセージの受信を表す肯定応答（ＡＣＫ）を受
信する段階をさらに含むことを特徴とする、項目２０に記載のグループ割当スイッチング
方法。
（項目２２）
　前記現在のグループから前記割当グループへ前記ＡＴのグループ割当をスイッチングす
る段階をさらに含むことを特徴とする、項目２０に記載のグループ割当スイッチング方法
。
（項目２３）
　前記割当グループを指示する前記制御メッセージの受信を表すＡＣＫを通信する段階を
さらに含むことを特徴とする、項目２０に記載のグループ割当スイッチング方法。
（項目２４）
　前記現在のグループから前記割当グループへ前記ＡＴのグループ割当をスイッチングす
る段階をさらに含むことを特徴とする、項目２０に記載のグループ割当スイッチング方法
。
（項目２５）
　前記ネットワークエンティティは、基地局、Node　B、eNode　B及び接続網中の一つで
あることを特徴とする、項目２０に記載のグループ割当スイッチング方法。
【００２５】
　これらの及び他の実施例は、添付の図面に基づく実施例についての下記の詳細説明から
明確になり、本発明は、開示されたいずれかの特定実施例に限定されることはない。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
　本発明の上記の及び他の様態、特徴、長所は、添付の図面と共に提示された好ましい実
施例についての下記の説明に対する熟考からより明確になる。
【図１】中央集中式ＵＭＢ接続網を示す図である。
【図２】分散式ＵＭＢ接続網を示す図である。
【図３】応用階層でシグナリングアプリケーション、ＩＰ、ＲｏＨＣ、ＥＡＰ及び技術間
トンネリングを提供するＵＭＢ階層を示す図である。
【図４】伝送フレームに対するＶｏＩＰサブパケット伝送のマッピングの一例を示す図で
ある。
【図５】一般的なグループ設定メッセージの様々なフィールドと関連記述内容を含む表を
示す図である。
【図６】様々な値と関連記述内容及び該当の値を含む表を示す図である。
【図７】Time_Durationフィールドに対する様々な値と関連記述内容を含む表を示す図で
ある。
【図８】ソフトグループスイッチング（soft group switching）の一例を示すタイミング
図である。
【図９】ハードグループスイッチング（hard group switching）の一例を示すタイミング
図である。
【図１０】ソフトグループスイッチング方法に対するタイミング図で、その一例が図８に
示されている。
【図１１】ハードグループスイッチング方法に対するタイミング図で、その一例が図９に
示されている。
【図１２】本発明の一実施例によってＡＴのグループ割当スイッチング方法を示す図であ
る。
【図１３】本発明の他の実施例によってＡＴのインターレースオフセットスイッチング方
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法を示す図である。
【図１４】本発明のさらに他の実施例によってネットワークエンティティがＡＴのインタ
ーレースオフセットスイッチングをする方法を示す図である。
【図１５】本発明のさらに他の実施例によってネットワークエンティティがＡＴのグルー
プ割当スイッチングをする方法を示す図である。
【図１６】本発明の実施例によってＡＴとして構成されうる移動通信装置のブロック図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　下記の詳細説明では、本明細書の一部を構成し、発明の特定実施例を例示する添付図面
を参照する。本発明の思想を逸脱しない範囲内で他の実施例を利用することができ、手順
的な変更だけでなく構造的、電気的な変更が可能であるということは、本技術分野におけ
る通常の技術を持つ者にとっては自明である。可能な限り、図面中、同一または類似な構
成要素については同一の参照番号を付する。
【００２８】
　資源活用、音質及び容量面における性能改善、要求される様々なサービス質（QoS：Qua
lities of Services）の支援などのようなパケット通信固有の利点から、パケット通信シ
ステムを用いた音声サービス提供は相当な関心を集めている。パケット音声サービスは、
セルラー通信とＶｏＩＰ技術に取り込まれたことがある。ハイブリッド自動再送要求（Ｈ
ＡＲＱ）の取込みによって音質が向上した。
【００２９】
　図４は、ＶｏＩＰサブパケットの伝送を伝送フレームにマッピングする一例を示す。一
般的なＨＡＲＱ再伝送方法では、２０ｍｓの音声フレームに最大４回の伝送がおきる。Ａ
Ｔの各伝送は、同一インターレース上でなされる。一つのインターレースは１回のサブパ
ケット伝送のために３個のインスタンスを含み、各インスタンスを“インターレースオフ
セット”という。ロード（load）バランスのために、特定グループに属したＡＴの最初サ
ブパケット伝送は、例えば、４つのインターレースに分散されることができる。
【００３０】
　図４に示すように、各ＡＴは、特定条件（例えば、チャネル状態による変調次数、ＱＰ
ＳＫ、８ＰＳＫまたは１６ＱＡＭサブグループ）によって一つまたはそれ以上のサブグル
ープにマッピングされることができる。ＶｏＩＰ通話時に、（例えば、移動性による）チ
ャネル状態の変化をサブグループ変更に反映することが有用である。さらに、トラフィッ
ク資源の効率的な利用のために、ＶｏＩＰ通話中そしてグループ内でインターレースオフ
セットを変更することが有用である。
【００３１】
　２つの一般的な例を下記で説明する。下記の例を実施することによって適切なＱｏＳレ
ベル提供と同時に、資源の効率的利用及びより多い数のＡＴの受け入れのような特徴を提
供できる。これらの例をそれぞれグループスイッチングとインターレースオフセットスイ
ッチングと命名する。これらの例を結合して実施することも可能である。
【００３２】
　グループスイッチングに関して、サブグループは一般的にＡＴのチャネル状態によって
形成される。例えば、サービングセルの中心近傍にあるＡＴは相対的にチャネル状態が良
いため、特定変調サブグループ（１６ＱＡＭ）が割り当てられることができるのに対し、
セルの境界に位置するＡＴは、他の変調サブグループ（ＱＰＳＫ）が割り当てられること
ができる。例えば、ＶｏＩＰ通話中に、ＡＴが他の変調サブグループに該当するチャネル
状態にある場合（例えば、良いチャネル状態から悪いチャネル状態に移動する、あるいは
、その逆の場合）を想定する。
【００３３】
　特定の一例として、ＡＴが初めのうちにはセル境界（ＱＰＳＫ）に位置しているが、以
降セル中心へと移動する。もしＡＴが最初の変調グループ（ＱＰＳＫ）にそのまま属して
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いるとすれば、使用される変調方式は、１６ＱＡＭ変調でも間に合う位置で通信を維持す
るのに十分すぎるほどのものである。このシナリオでＱＰＳＫ変調方式を維持すると資源
の無駄使いにつながる。
【００３４】
　一般的に、同一サブグループに属したＡＴの最初サブパケット伝送始点は、ロードのバ
ランスのためにインターレースオフセットに分散されている。しかし、ＶｏＩＰトラフィ
ックの散発性により、時間の経過につれてロードバランスはそのまま維持されない。例え
ば、同じサブグループ及び／または異なるサブグループのＶｏＩＰトラフィックロードが
初めのうちにはインターレースオフセットに均一に分散されている場合を考慮する。一部
のインターレースオフセットは活用度が高く、他のインターレースオフセットはロードが
あまり多くない。したがって、意図したロードバランスが崩れる。このようなアンバラン
スを補償するために、スケジューラの負担を減らし、所望のＱｏＳ（例えば、遅延時間）
を提供できるようにトラフィックロードを再分配することが好ましい。
【００３５】
　インターレーススイッチングはグループ間スイッチングと、そしてインターレースオフ
セットスイッチングはグループ内スイッチングと見なすことができる。グループスイッチ
ングを実施するための一般的な２つの接近方式をそれぞれ、ソフトグループスイッチング
とハードグループスイッチングと呼ぶものとする。
【００３６】
　まず、標準機構３ＧＰＰ２は、ＬＢＣ（Loosely Backward Compatible）－周波数分割
デュプレクシング（FDD：Frequency DivisionDuplexing）に対する共同修正案（joint ha
rmonized proposal）を受け入れる。例えば、ＶｏＩＰのグループ設定メッセージの場合
、このメッセージを順方向データチャネル（F-DCH：ForwardData Channel）を通じて伝送
される上位シグナリングを用いて定義し管理する。図５に、一般的なグループ設定メッセ
ージの様々なフィールドと関連記述内容を含む表を示す。一実施例によって、このグルー
プ設定メッセージにはInterlace_Offset_TargetとInterlace_Structure_Targetという一
つあるいはそれ以上の付加フィールドをさらに含むことができる。
【００３７】
　もし、インターレースインデックス関連情報をInterlace_Structure_Targetフィールド
に伝送しないと、グループ設定メッセージにさらに他のフィールドを付加することができ
る。こういうフィールドをInterlace_Index及びInterlace_Index_Targetと呼ぶ。これら
の様々な値とそれらに該当する関連記述内容を含む表を図６に示す。例えば、値が“０”
であれば、それらのフィールドは同一なため、インターレース（グループ）スイッチング
がないということを表し、値が“１”であれば、それらのフィールドが異なるため、イン
ターレース（グループ）スイッチングがあるということを意味する。
【００３８】
　インターレーススイッチング及び／またはインターレースオフセットスイッチングを実
行する一つの方法は、現在インターレースとターゲットインターレース及び／または所定
時間のオフセット（例えば、１、２または３個のスーパーフレーム）にわたって同一のデ
ータを伝送するものである。これはTime_Durationというフィールドを用いて実施可能で
ある。この方法は、現在とターゲットインターレース及び／またはインターレースオフセ
ットに同一のデータを伝送するという点でソフトハンドオフと概念上似ている。
【００３９】
　インターレーススイッチング及び／またはインターレースオフセットスイッチングを実
行する他の方法は、Time_DurationとInterlace_Indexという付加フィールドを含めてグル
ープ設定メッセージを構成するものである。この方法の一例を図７に示す。図７には、Ti
me_Durationフィールドに指定されうる様々な値と関連記述内容を含む表を示す。
【００４０】
　この方法によれば、Interlace_Indexフィールドに新しい（ターゲット）インターレー
スのインデックスを伝送する。新しいインターレース及び／または新しいインターレース
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オフセットを、既存のインターレース及び／または既存のインターレースオフセット値に
上書きする。これらの値はTime_Durationフィールドに明示された時区間が経つと効力を
有する。このフィールドを実行する一理由は、インターレース及び／またはインターレー
スオフセットをサブパケット単位ではなくパケット単位に変更できるわけである。最初の
サブパケット伝送時点は４つのインターレースオフセットに分散されているため、例えば
ＶｏＩＰパケットはスーパーフレームにわたって伝送されることができる。この方法は、
伝送が許容されるより良いインターレース及び／またはインターレースオフセットを確認
するという点でセクタースイッチングと概念上似ている。
【００４１】
　インターレーススイッチング及び／またはインターレースオフセットスイッチングを実
行するさらに他の方法は、Interlace_Indexを含めてグループ設定メッセージを構成する
ものである。同一グループ設定メッセージを用いてインターレーススイッチングを実施す
べく、このグループ設定メッセージの目的を具体的に表すことが好ましい。例えば、グル
ープ設定メッセージは、初期グループ割当やグループスイッチングのいずれの用途にも使
用可能である。グループ設定メッセージの用途を明示するも目的で、付加的なフィールド
を含むことができる。この付加フィールドは所定数のビットを持つMessage_Typeフィール
ドと呼ぶ。例えば、Message_Typeが１ビットなら、値“０”は初期グループ設定を表し、
値‘１”はグループスイッチングを表すように使用されることができる。上記の例で、In
terlace_IndexとInterlace_Offsetフィールドはターゲットインターレースとインターレ
ースオフセットを表すことができる。必要なら、多数のインターレーススイッチングを支
援するために多数のInterlace_IndexとInterlace_Offsetフィールドを使用することがで
きる。このような構成は、ＡＴに多数のインターレース及び／またはインターレースオフ
セットが割り当てられた場合に有用である。
【００４２】
　図８は、ソフトグループスイッチングの一例を示すタイミング図である。図８には、イ
ンターレース／オフセットで現在進行されているＶｏＩＰトラフィック伝送と共にインタ
ーレース及び／またはインターレースオフセットスイッチングを実施する方法が示されて
いる。特に、現在のインターレース／オフセットとターゲットインターレース／オフセッ
トにおける伝送を示す。
【００４３】
　時点１００で、ＡＮはインターレーススイッチング及び／またはインターレースオフセ
ットスイッチングの目的でグループ設定メッセージを伝送する。これと略同時に、ＶｏＩ
Ｐトラフィック（サブパケット）は、現在のインターレース／オフセットとターゲットイ
ンターレース／オフセットで伝送される。グループ設定メッセージは、イベントが起きる
時にのみ伝送されるので、伝送が頻繁でない。
【００４４】
　時点１０５で、ＡＴはＡＮから様々な伝送信号を受信する。一実施例によれば、ＡＴは
、物理階層ＨＡＲＱ方式によって２つの送信信号を結合し、これに対する肯定応答（ＡＣ
Ｋ）や否定応答（ＮＡＫ）を送ることができる。必要なら、上位階層のＡＣＫ／ＮＡＫを
使用することができる。このような伝送は一般的に現在のインターレース／オフセットと
ターゲットインターレース／オフセットで起きる。このような段階で、一般的にＡＴは現
在インターレースにおける逆方向ＡＣＫチャネル（Ｒ－ＡＣＫＣＨ）伝送を中断し、ター
ゲットインターレースでこのチャネルをＲＡＣＫＣＨに取り替える。
【００４５】
　時点１１０で、ＡＮはＡＴから、例えばＡＣＫを受信する。ＡＮは直ちに応答してまた
は以降のある時点にターゲットインターレース／インターレースオフセットでのみＶｏＩ
Ｐトラフィックを伝送する。以前の現在インターレース／インターレースオフセットにお
ける伝送は中断したり終了する。一般的に、ＡＴがターゲットグループインターレースで
データを成功的に受信して復号すると、現在インターレース／インターレースオフセット
における伝送が終了する。すると、上記ターゲットインターレース／インターレースオフ



(12) JP 4882002 B2 2012.2.22

10

20

30

40

50

セットは現在インターレース／インターレースオフセットと呼ぶこととなる。
【００４６】
　一般的に、二つのインターレースで受信した同じＶｏＩＰトラフィック（サブパケット
）は、実行方式によって様々に利用されることができる。例えば、二つのサブパケットを
結合し、それに対するＡＣＫまたはＮＡＫを現在のインターレースで伝送できる。
【００４７】
　図９は、ハードグループスイッチングの一例を示すタイミング図である。図９には、イ
ンターレース／オフセットで現在進行しているＶｏＩＰトラフィック伝送と共にインター
レース及び／またはインターレースオフセットスイッチングを実施する他の方法が示され
る。
【００４８】
　時点１４０で、ＡＮは、インターレーススイッチング及び／またはインターレースオフ
セットスイッチングの目的でグループ設定メッセージを伝送する。これと略同時に、Ｖｏ
ＩＰトラフィック（サブパケット）は、現在のインターレース／インターレースオフセッ
トでのみ伝送される。
【００４９】
　時点１４５で、ＡＴは、ＡＮから様々な伝送信号を受信する。一実施例によれば、ＡＴ
は、状況によって現在のインターレース／インターレースオフセットでＡＣＫやＮＡＫを
伝送する。ＡＣＫやＮＡＫは物理階層または上位階層のＡＣＫやＮＡＫでありうる。この
期間にＡＴは一般的に現在インターレース／インターレースオフセットとターゲットイン
ターレース／インターレースオフセットを監視する。
【００５０】
　時点１５０で、ＡＮはＡＴから例えばＡＣＫを受信する。ＡＮは直ちに応答してまたは
以降のある時点に、ターゲットインターレース／インターレースオフセットでのみＶｏＩ
Ｐトラフィックを伝送する。以前の現在インターレース／インターレースオフセットにお
ける伝送は中断する。
【００５１】
　時点１５５でＡＴはターゲットインターレース／インターレースオフセットで送信信号
を受信し、その後、現在のインターレース／インターレースオフセット監視を中断する。
【００５２】
　一般的に、上位階層ＡＣＫは、無線リンクプロトコル（ＲＬＰ）ＡＣＫを含む。図９に
示す第２の処理方式も同一インターレースでオフセットスイッチングに利用できる。例え
ば、上位階層ＡＣＫを送った後、ＡＴはターゲットオフセットでの伝送時点がわからない
ため、だいてい、現在オフセットとターゲットオフセットを両方とも監視する。しかし、
ターゲットオフセットでの送信信号を成功的に検出して復号するようになると、ＡＴは（
上述した如く）以前オフセットの監視を中断する。他のインターレースでターゲット伝送
がなされると、ＡＴは両チャネルを復号する必要がないし、フラグ（flag）を含むビット
マップをターゲットインターレースで受信すると、ターゲットインターレースにスイッチ
ングすることができる。
【００５３】
　図８及び図９で説明した方法は、例えば、ビットマップ方式を用いた逆方向伝送と、イ
ンターレースによる伝送方式を用いないグループ伝送システムに実施されることができる
。ＡＴは、あるグループから他のグループへと再割当されることができる。
【００５４】
　インターレースごとに一つのグループが許容され、グループとインターレース間に一対
一マッピングがなされる実施例の場合、Message Typeがグループスイッチングを表すと、
ターゲットグループを指定する“Group ID”フィールドを含むことができる。インターレ
ース当たり複数個のグループが許容されたり、同一グループが複数個のインターレース及
び／またはインターレースオフセットに許容されることができると、GroupID、Interlace
_Index及びInterlace_Offsetはそれぞれ、ターゲットグループＩＤ、ターゲットインター
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レース及びインターレースオフセットを表すことができる。
【００５５】
　必要に応じて、ＡＴを多数グループに含めることによって該ＡＴを同一または相異なる
インターレース及び／またはインターレースオフセットで多数のグループに割り当てりた
り、ＡＴを同一グループに含めることによって該ＡＴを多数のインターレースに割り当て
ることができる。特定ＱｏＳパラメータを支援するために、多数のＡＴを共同グループに
含めたり単一ＡＴに多数のインターレース及び／またはインターレースオフセットを割り
当て、多数の割当を要求するＡＴを支援することができる。
【００５６】
　インターレースオフセットスイッチング（グループ内スイッチング）が要求される場合
、Group IDフィールドは同一に維持し、Interlace_Offsetにはターゲットインターレース
オフセットを指定する。一方、インターレーススイッチング（グループ間スイッチング）
が要求されると、グループとインターレース間一対一マッピングの場合にはGroupIDフィ
ールドにインターレースを指定する。この例で、グループとインターレースが一対一マッ
ピングされないと、Group IDとInterlace_Indexフィールドはそれぞれターゲットグルー
プＩＤとインターレースを表す。
【００５７】
　さらに他の接近方法として、どのスイッチングモードが使われるかを知らせるためにSw
itch Modeフィールドを含むことができる。例えば、Switch Modeは、ソフトグループスイ
ッチング、ハードグループスイッチング、またはタイマーによるスイッチングを表すよう
に設定されることができる。
【００５８】
　上記説明は、一般的なグループ設定メッセージによるものである。しかし、グループ（
インターレース）スイッチングの目的で付加メッセージを使用することができる。付加メ
ッセージには、上に説明したグループ設定メッセージよりも少ない数のフィールドを含む
ことができる。
【００５９】
　図１０は、ソフトグループスイッチングに対するタイミング図で、その一例が図８に示
されている。図面凡例に様々なサブパケットの種類が示されており、それぞれ、サブパケ
ットＡ～Ｇで表される。図１０には、現在のインターレースとターゲットインターレース
でのサブパケット伝送が示される。
【００６０】
　初めに、サブパケットＡとサブパケットＦが現在のインターレースで伝送される。時点
１６０でＡＮはターゲットインターレースで伝送（サブパケットＧ）を始める。この伝送
は総じてＡＮが上位インターレーススイッチングメッセージのための最後のサブパケット
を送った後に発生する。
【００６１】
　ＡＴはＡＣＫ／ＮＡＫサブパケットＢとＣを伝送するものと示されている。時点１６５
でＡＴは現在インターレースとターゲットインターレースの両方とも監視し始める。時点
１７０でＡＴは現在インターレース監視を中断する。以降、ＡＮはＡＴから、例えば、上
位階層ＡＣＫを受信した後に現在インターレース上の順方向トラフィック伝送を中断する
。
【００６２】
　図１１はハードグループスイッチングに対するタイミング図で、その一例が図９に示さ
れている。図面凡例に様々なサブパケットの種類が示されており、それぞれ、サブパケッ
トＡ～Ｇで表される。図１１には、現在のインターレースとターゲットインターレースで
のサブパケット伝送が示される。
【００６３】
　初めにサブパケットＡとサブパケットＦが現在のインターレースで伝送される。時点１
８０でＡＴは現在のインターレースとターゲットインターレースの両方とも監視し始める
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。時点１８５でＡＮはターゲットインターレースで伝送（サブパケットＧ）を始めること
ができる。この伝送は総じてＡＮがＡＴからＡＣＫを受信した後に発生する。時点１９０
でＡＴは現在インターレースの監視を中断する。以降、時点２００で、ＡＮはＡＴから例
えば上位階層ＡＣＫを受信した後に現在インターレース上の順方向トラフィック伝送を中
断する。
【００６４】
　図１２は、本発明の一実施例によってＡＴのグループ割当スイッチング方法を示す流れ
図である。２２０段階でＡＴに割り当てられた現在のグループと今後ＡＴがスイッチング
される割当グループとを指示する制御メッセージを受信する。２２５段階で、割り当てら
れたグループに該当する次の受信グループインターレースでデータを復号する。
【００６５】
　図１３は、本発明の他の実施例によってＡＴのインターレースオフセットスイッチング
方法を示す流れ図である。２３０段階でＡＴに割り当てられた現在のインターレースオフ
セットと今後ＡＴがスイッチングされる割当インターレースオフセットとを指示する制御
メッセージを受信する。２３５段階で、割当インターレースオフセットに該当する次の受
信インターレースオフセットでデータを復号する。
【００６６】
　図１４は、本発明のさらに他の実施例によってネットワークエンティティがＡＴのイン
ターレースオフセットスイッチングを実施する方法を示す流れ図である。２４０段階で、
ＡＴに割り当てられた現在のインターレースオフセットとＡＴが今後スイッチングされる
インターレースオフセットとを指示する制御メッセージを伝送する。２４５段階で、割り
当てられたインターレースオフセットに該当する次の伝送インターレースオフセットで復
号されるデータを伝送する。
【００６７】
　図１５は、本発明のさらに他の実施例によってネットワークエンティティがＡＴのグル
ープ割当スイッチングを実施する方法を示す流れ図である。２５０段階で、ＡＴに割り当
てられた現在グループとＡＴが今後スイッチングされる割当グループとを指示する制御メ
ッセージを伝送する。２５５段階で、割り当てられたグループに該当する次の割り当てら
れたグループインターレースでデータを伝送する。
【００６８】
　以上の実施例の他にも、これらの方法は、ＡＴが読むインターレース及び／またはイン
ターレースオフセットのスイッチングに適用されることができる。例えば、ＡＴ（例えば
、ＨＴＴＰトラフィック受信側）は、インターレース１を注視してからインターレース３
を注視するようにスイッチングされることができる。
【００６９】
　本発明の実施例は、ここに記述した例を用いて実施できるが、動作を付加しても良く、
動作の数を減らしても良い。また、図示し説明した動作の順序は単なる例に過ぎず、単一
動作順序に限定されることはない。
【００７０】
　図１６は、本発明の実施例によってＡＴとして構成されることのできる移動通信装置３
００のブロック図である。移動通信装置３００は、例えば移動電話とされており、本明細
書に説明された様々な方法を実施するように構成されることができる。移動通信装置３０
０は、マイクロプロセッサやデジタル信号処理器のような処理部３１０、ＲＦモジュール
３３５、電力管理モジュール３０５、アンテナ３４０、バッテリー３５５、ディスプレイ
３１５、キーパッド３２０、選択事項として分離可能な使用者ＩＤモジュール（ＲＵＩＭ
）カード３２５、フラッシュメモリー、ＲＯＭまたはＳＲＡＭのようなメモリー部３３０
、スピーカー３４５及びマイク３５０を含む。
【００７１】
　使用者は、キーパッド３２０のボタンを押したりマイク３５０を通じて音声命令を下す
ことによって電話番号のような命令情報を入力する。処理部３１０は、当該命令情報を受
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信し、電話番号をかける動作のような適切な機能を行なうために該命令情報を処理する。
該機能を行なうためにメモリー部３３０から動作データを受信することができる。また、
処理部３１０は、使用者の参照及び便宜の提供のためにディスプレイ３１５に当該命令情
報と動作情報を表示することができる。
【００７２】
　処理部３１０は通信開始、例えば、音声通信データを含む無線信号の送信のためにＲＦ
部３３５に命令情報を発生する。ＲＦ部３３５は無線信号の送受信のための送信器と受信
器を含む。アンテナ３４０は無線信号の送受信を担当する。無線信号受信時に、ＲＦモジ
ュール３３５は受信信号をフォーワーディングしたり、処理部３１０で処理できるように
受信信号を基底帯域周波数に変更する。この処理された信号は、例えばスピーカー３４５
を通じて聞いたり読むことのできる情報に変換されることができる。
【００７３】
　処理部３１０は、他の動作中においてもここに説明した様々な方法を実行するように構
成される。移動通信装置３００は、例えば処理部３１０や他のデータまたはデジタル処理
装置を単独でまたは外部支援論理装置と連係して使用することによって容易に具現されう
るということは、本分野における当業者には明確な事実である。本発明を移動通信と関連
づけて記述したが、移動通信が可能なＰＤＡやノートブックコンピュータのような移動機
器を用いたいかなる無線通信システムにも適用可能である。また、本発明を記述する特定
用語の使用によって本発明の範囲がＵＭＢのような特定無線通信システムに限定されるわ
けではない。本発明は、ＵＭＴＳ、ＴＤＭＡ、１ｘＥＶＤＯを含むＣＤＭＡ、ＨＳＤＰＡ
とＨＳＵＰＡなどを含むＷＣＤＭＡなどのように異なる無線インタフェース及び／または
物理階層を利用する他の無線通信システムにも適用可能である。
【００７４】
　以上好ましい実施例は、ソフトウェア、ハードウェア、ファームウエアまたはそれらの
組合せを生産するために標準プログラミング及び／またはエンジニアリング技術を使用す
る方法、装置または製造品目として具現されることができる。ここで使われた“製造品目
”という用語は、ハードウェアロジック（例えば、集積回路チップ、ＦＰＧＡ（Field Pr
ogrammable Gate Array）、ＡＳＩＣ（Application Specific IntegratedCircuit）等）
またはコンピュータで読取可能な媒体（例えば、ハードディスクドライブ、フロッピー（
登録商標）ディスク、テープなどのような磁気記憶媒体、ＣＤ－ＲＯＭ、光学ディスクな
どのような光学記憶装置、ＥＥＰＲＯＭ、ＲＯＭ、ＰＲＯＭ、ＲＡＭ、ＤＲＡＭ、ＳＲＡ
Ｍ、ファームウエア、プログラム可能なロジックなどのような揮発性、不揮発性メモリー
）で実行されることのできるコードやロジックを意味する。コンピュータで読取可能な媒
体ではプロセッサがコードに接近して実行する。
【００７５】
　また、好ましい実施例が具現されうる上記コードは、伝送媒体を通じてまたはネットワ
ークのファイルサーバーから接近可能である。そのような場合、コードが実行される上記
製造品目は、網伝送路のような伝送媒体、無線伝送媒体、空間や無線波形や赤外線信号な
どを通じて伝播される信号で構成されることができる。もちろん、本発明の範囲を逸脱し
ない範囲内でこのような構成を修正でき、上記製造品目は本分野に知られた媒体を利用す
るいかなる情報でも構成されることができるということは、本分野における当業者には自
明である。
【００７６】
　図示されたロジック実行では、特定動作が特定順序で起きるとした。他の実施では、特
定ロジック動作が異なる順序で実行されたり、修正、削除されることができ、この場合に
も依然として本発明の好ましい実施例を構成できる。さらに、上述したロジックに段階を
追加しても依然として本発明を具現することができる。
【００７７】
　本発明は、ここに説明された一連の例示動作を用いて具現されることができるが、動作
を追加したり省略したりしても良い。さらに、図示され説明された動作順序は単なる例示
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に過ぎず、一つの動作順序にのみ限定されるわけではない。
【００７８】
　以上の実施例と長所は単なる例示に過ぎず、本発明は限定されるものとして解釈されて
はならない。本発明の思想は、他の種類の装置及び方法にも容易に適用されることができ
る。本発明についての説明は、理解を助けるためのもので、特許請求の範囲を限定するも
のではない。他の方法、修正及び変更が可能であることは当業者には自明である。

【図１】 【図２】
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